





























































































































































































2005年 2006年４月 2006年５月 2007年５月
治
療
の
変
遷
６月ＦＯＬＦＯＸ４
８月FOLFIm
1０月ｍＦＯＬＦＯＸ６
術後補助化学療法と
しても了れる
患者数の増加
治療の多様化
と
外来化苧法室の開設
2006年６月
外来治療への移行
初回化学療法のみ入院
FOLFOX/FOLFIR療法
６７名に導入一
外来化学療法継続患者
３０名
問
題
．新しい治療
プロトコール
･２週間毎.２泊３日
入院の短期間入院を繰
り返す
業務の効率化
より安全、安心な治療、
看護の提供が求められ
る
･外来治療に向けての
指導の必要性
･初回のみの入院にて、
指導時間がより限ら
れる
ＣＰを３９名に使用
改訂に伴い､患者目標を
見直す
－－
■■■■■■
－－凸 －－「
。
チ
ー
ム
医
療
の
取
り
組
み
Ｆ
Ｌ
／ ､￣･オキサリプラチン
勉強会
･医師/看護師/薬剤
との意見交換
･症例検討・患者紹
－→
、
や勉強会
カンファレンス
継続￣
〆 ～￣．ＣＰ第２版の作成
→ＣＶホ｡ ￣
､
ﾄ留置/初回
mFOLFOX6の４泊
５曰入院ＣＰ
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〆 ～￣．ＣＰ第３版の作成
→アウトカムの設定
=患者目標の認識の
統一を図る
、
、ノ
